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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第39期
第１四半期
連結累計期間

第40期
第１四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 1,363,726 1,464,837 5,727,447

経常利益 (千円) 67,688 81,813 273,434

四半期(当期)純利益 (千円) 34,444 43,026 125,141

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 34,842 41,139 134,472

純資産額 (千円) 1,846,492 1,956,838 1,946,122

総資産額 (千円) 3,303,356 3,284,868 3,233,318

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 16.98 21.21 61.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 55.8 59.4 60.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災の復興需要や政府の景気刺激策の効果を背

景として、国内景気の緩やかな回復への兆しも見られましたが、引き続き、原子力災害、電力供給制限によ

る企業への影響、欧州政府債務危機の問題による海外景気の不確実性、円高の長期化などへの懸念が根強

く、先行き不透明な状況で推移しました。

当社グループの中心となっている住宅建築業界におきましては、住宅ローンの金利優遇政策や復興支

援・住宅エコポイント、太陽光発電設備などを中心とした省エネ、創エネ商品に対する補助金などの政策

の効果により、需要を維持いたしました。しかし一方で、雇用・所得環境への不安は残っており、本格的な

回復には至りませんでした。　

このような経済状況のもとで、当社グループでは、震災以降、省エネや創エネ、住宅に対する防災や耐震

意識の高まりから、需要が増加している太陽光発電設備や高効率給湯器などを中心とした省エネ商品、創

エネ商品の販売件数の増加、戸建住宅への耐震補強リフォームの受注件数の増加、補助金制度の活用など

に努め、業績が伸長いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,464,837千円(前年同四半期比7.4％増)、営業利益は

79,441千円(前年同四半期比25.7％増)、経常利益は81,813千円(前年同四半期比20.9％増)、四半期純利益

は43,026千円(前年同四半期比24.9％増)となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(建設工事事業)

ユーティリティーは、ガス設備工事及び太陽光発電システム設置工事を中心としております。依然と

して、震災以降の電力供給制限への不安の影響による省エネや創エネへの関心の高まりを背景として、

継続して既設住宅向けの高効率給湯器をはじめとする省エネ・創エネ対応設備への取換リフォームが

堅調であること、また、太陽光発電システム設置工事の受注件数も増加したことなどにより業績が伸長

いたしました。この結果、売上高は211,259千円(前年同四半期比38.6％増)となりました。
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リフォームは、住宅の新築を含めた各種住宅リフォームを中心としております。グループ子会社で取

り扱っている注文戸建新築住宅の受注は低迷いたしましたが、既設住宅に対するリフォーム需要は依

然として根強く、さらに防災や耐震意識の高まりから、補助金制度を活用した既築木造への耐震補強リ

フォームを含めた受注件数が増加したことから、業績は伸長いたしました。この結果、売上高は316,545

千円(前年同四半期比12.2％増)となりました。

防水は、ＦＲＰ防水、シート防水等の各種防水工事を中心としており、継続して品質の向上、工期の短

縮、コスト削減による事業効率の向上に努めております。請負単価の低価格化は続いており、業績確保

は年々難しい状況で推移しておりますが、継続した新規取引先開拓や既設建物に対する改修工事の営

業活動により、新規の中規模改修防水案件の受注獲得などがあり、業績は横ばいとなりました。この結

果、売上高は239,101千円(前年同四半期比1.1％増)となりました。

以上の結果、建設工事事業の売上高は766,907千円(前年同四半期比14.3％増)、営業利益は5,021千円

(前年同四半期は287千円の損失)となりました。

　

(住宅等サービス事業)

住宅等サービス事業は、住宅の保護という観点から、特に床下環境の改善及びシロアリ対策を中心と

しております。シロアリ予防対策の普及や建築様式の進歩により、新規のシロアリ駆除依頼件数が減少

傾向にあるものの、既設住宅向けのシロアリ再予防工事や床下環境改善の防湿商品の販売強化などの

活動を継続して実施したことにより、業績を確保いたしました。

以上の結果、住宅等サービス事業の売上高は335,884千円(前年同四半期比8.1％増)、営業利益は

94,599千円(前年同四半期比24.2％増)となりました。

　

(ビルメンテナンス事業)

ビルメンテナンス事業は、首都圏のビルの窓及び外壁のクリーニング、マンション、公共施設などの

清掃管理サービスを中心としております。新規取引先開拓を継続しており、社員教育の徹底、高品質の

サービス提供を推進して他社との差別化を図るなどの諸施策を実施しております。しかし、依然とし

て、作業回数の削減や請負単価の低価格化への見直し要請があり、業績確保は厳しい状況となりまし

た。

以上の結果、ビルメンテナンス事業の売上高は362,046千円(前年同四半期比5.2％減)、営業利益は

30,645千円(前年同四半期比10.1％減)となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて51,549千円増加し、

3,284,868千円となりました。主な増減は、売掛債権の増加78,558千円及びたな卸資産の増加45,779千円

があったものの、現金及び預金の減少83,107千円があったことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて40,833千円増加し、1,328,029千円となりました。主な増減は、仕入

債務の増加31,338千円及び退職給付引当金の増加12,131千円があったことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて10,716千円増加し、1,956,838千円となりました。主な増減は、利

益剰余金の増加12,603千円があったものの、その他有価証券評価差額金の減少1,472千円があったことに

よるものであります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,700,000

計 6,700,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,030,180 2,030,180
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株でありま
す。

計 2,030,180 2,030,180― ―

　

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　
　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

─ 2,030 ─ 186,072 ─ 145,813

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　1,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,027,000
2,027 ─

単元未満株式
普通株式

2,180
― ─

発行済株式総数 2,030,180― ―

総株主の議決権 ― 2,027 ―

(注)  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ニットー

名古屋市北区平安二丁目
10番19号

1,000 ─ 1,000 0.0

計 ― 1,000 ─ 1,000 0.0

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 959,811 876,703

受取手形及び売掛金 ※
 697,094

※
 775,653

たな卸資産 342,176 387,955

その他 109,498 121,327

貸倒引当金 △7,031 △6,231

流動資産合計 2,101,548 2,155,408

固定資産

有形固定資産

土地 563,586 563,586

その他（純額） 308,104 306,823

有形固定資産合計 871,691 870,409

無形固定資産

のれん 25,083 21,094

その他 9,387 12,547

無形固定資産合計 34,470 33,641

投資その他の資産 229,985 229,602

貸倒引当金 △4,378 △4,193

固定資産合計 1,131,769 1,129,459

資産合計 3,233,318 3,284,868

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 426,364

※
 457,702

短期借入金 85,000 65,000

1年内返済予定の長期借入金 10,080 10,080

未払法人税等 79,322 45,102

賞与引当金 73,240 39,942

完成工事補償引当金 17,300 15,800

その他 205,724 293,666

流動負債合計 897,031 927,293

固定負債

長期借入金 12,360 9,840

退職給付引当金 204,977 217,108

長期未払金 24,840 24,840

その他 147,987 148,947

固定負債合計 390,164 400,735

負債合計 1,287,195 1,328,029
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 186,072 186,072

資本剰余金 145,813 145,813

利益剰余金 1,596,037 1,608,640

自己株式 △623 △623

株主資本合計 1,927,299 1,939,902

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,150 11,677

その他の包括利益累計額合計 13,150 11,677

少数株主持分 5,673 5,258

純資産合計 1,946,122 1,956,838

負債純資産合計 3,233,318 3,284,868
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,363,726 1,464,837

売上原価 932,147 1,004,977

売上総利益 431,579 459,860

販売費及び一般管理費 368,388 380,419

営業利益 63,190 79,441

営業外収益

受取利息 55 20

受取配当金 400 619

受取手数料 715 553

受取保険金 2,014 104

その他 1,817 1,475

営業外収益合計 5,003 2,773

営業外費用

支払利息 475 257

その他 30 142

営業外費用合計 505 400

経常利益 67,688 81,813

税金等調整前四半期純利益 67,688 81,813

法人税、住民税及び事業税 44,016 51,633

法人税等調整額 △11,761 △12,432

法人税等合計 32,254 39,201

少数株主損益調整前四半期純利益 35,434 42,611

少数株主利益又は少数株主損失（△） 989 △414

四半期純利益 34,444 43,026
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 35,434 42,611

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △591 △1,472

その他の包括利益合計 △591 △1,472

四半期包括利益 34,842 41,139

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 33,853 41,553

少数株主に係る四半期包括利益 989 △414
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。なお、これによる

損益に与える影響は軽微であります。

 

　

【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の

金額は、次のとおりであります。

　

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 468千円 1,302千円

支払手形 54,193千円 46,374千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 5,734千円 5,538千円

のれんの償却額 3,989千円 3,989千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月18日
定時株主総会

普通株式 26,366 13.00平成23年３月31日 平成23年６月20日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月23日
定時株主総会

普通株式 30,423 15.00平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 671,110310,800381,8151,363,726 ─ 1,363,726

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ 406 435 841 △841 ─

計 671,110311,207382,2501,364,568△841 1,363,726

セグメント利益又は損失(△) △287 76,159 34,107109,979△46,788 63,190

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△46,788千円には、セグメント間取引消去△9,607千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用56,395千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い当社の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 766,907335,884362,0461,464,837 ― 1,464,837

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 867 410 1,277 △1,277 ―

計 766,907336,752362,4561,466,115△1,2771,464,837

セグメント利益 5,021 94,599 30,645130,267△50,826 79,441

(注) １．セグメント利益の調整額△50,826千円には、セグメント間取引消去△8,980千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用59,806千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務

部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 16円98銭 21円21銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 34,444 43,026

    普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 34,444 43,026

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,028,207 2,028,207

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

株式会社　ニットー

　(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴　　木　　晴　　久    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    古　　田　　　博　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ニットー(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度
の第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平
成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニットー(商号　株式会社ＮＩＴＴＯ
Ｈ)及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間
の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　
　
　
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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